
富山県水門等河川管理施設長寿命化計画 変更

令和６年３月

富山県土木部河川課

松川制水門（富山市）

いたち川取水堰（富山市） 内川浄化揚水機場（射水市）

小矢部清水川樋門（小矢部市）



●長寿命化計画基本方針
①今後進行する河川管理施設の老朽化に対し、施設の信頼性を確保しつつ、定期点検、機器の整備・
更新といった維持管理を効率的・効果的に実施します。

②施設の機器のうち、その故障・不具合が施設全体に致命的な影響を与える機器について従来の
事後保全（対症療法）的な維持管理から計画的かつ予防保全的な維持管理への転換を図ります。

③限られた予算の中で計画的に施設の長寿命化対策、機器の更新を実施するため、施設の重要度に
応じ、更新等の時期を調整し、維持管理予算の平準化を図ります。

－事後保全的維持管理と予防保全的維持管理のイメージ図－

河川から取水するため設ける堰の
うち、倒伏により水位・流量を調節
する施設

富山県が管理する水門等河川管理施設は、現在２２施設あります。このうち、建設から４０年を経過する
施設はＲ５現在では５施設ですが、２０年後には１４施設となるなど、今後施設の老朽化が進むこととなりま
す。水門等河川管理施設は、県民の生命・財産・生活を守る重要な施設であり、常にその健全性を保つ必
要があります。

１．水門等河川管理施設長寿命化計画の背景と新たな目的                                                               

また、施設が機能不全となった場合の復旧・更新
には、多大な費用を要するため、計画的・予防保全
的な維持管理が必要です。H２７．２に策定された長
寿命化計画を見直し、必要となる維持管理費、機器
更新費等を集約し、優先順位を考慮の上、事業費を
平準化した新たな長寿命化計画を策定しました。

－建設後40年を経過する河川管理施設数－

２．長寿命化計画の基本的な方針                                                               

●対象施設 富山県管理の水門等河川管理施設のうち、治水施設及び利水施設２２施設

治水施設

水門：１５施設 樋門：３施設 揚水施設：１施設可動堰：３施設

利水施設※機能不全となった場合、県民の生命
財産に影響を及ぼす恐れがある

※機能不全となった場合、水利用者及び
社会経済活動に影響を及ぼす恐れがある

●計画期間 ４０年間

松川制水門（昭和41年度設置） 小矢部清水川樋門（平成8年度設置） いたち川取水堰（平成12年度設置）内川浄化揚水機場（昭和56年度設置）

河川の浄化等を図るため
河川水をくみあげる施設

高水・高潮時等に本川の水位・
流量を調節するゲート施設

高水時に本川から支川への高水の

逆流入を防止する、ゲートと暗きょ
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事後保全費用

予防保全費用

年維持管理費用

1.250.0

1.050.0

1.125.0

事後保全型（従来の方法）  約６１億円

予防保全型（長寿命化計画） 約４３億円

３．長寿命化計画の効果

対策の集中する年度においては、施設の重要度に応じ更新等の時期を調整することにより、     

22施設の維持管理費用は毎年約１億円で平準化できます。維持管理費用の試算の結果、予防保全型
に変更すると今後４０年間で約１８億円のコスト縮減となります。

適切な維持管理により、施設・機器の信頼性が確保できる年数を延伸して長寿命化を図ります。

（例）ゲート扉体

信頼性を確保できる年数
（通常の維持管理）：29年

（長寿命化の目標）：58年

約２.０倍

↓

（例）開閉装置（動力部）

信頼性を確保できる年数
（通常の維持管理）：21年

↓
（長寿命化の目標）：39年

約１.９倍

これまでの事後保全（対症療法）的な維持管理から、計画的かつ予防保全的な維持管理への転換により、
次の効果が期待されます。

①適切な維持管理による施設の長寿命化

②維持管理費用の縮減

４０年間で約１８億円
のコスト縮減

【問合わせ先】
〒930-8501 富山市新総曲輪１－７ 富山県土木部河川課 改良係 TEL：076-444-3326

・今回策定した長寿命化計画に基づき、施設ごとの具体的な長寿命化対策を計画的に実施します。
・定期点検や整備、取替・更新の情報を継続的に蓄積して活用します。
・蓄積データを基に５年程度を目安に評価を行い、必要に応じて長寿命化計画の見直しを行います。
・修繕工法の選定の際には、新技術登録システム(NETIS)等に登録されている新技術を含めた比較検討を
行い、初期コストの比較だけでなく、ライフサイクルコストの縮減が図られる新技術を積極的に採用します。

４．今後の予定                                                               
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